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第2図．7月22日の根系
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第4図．無肥区の根系（8月14日）

第3図．8月25日の板系
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第5囲．深層施肥区の根系（8月16日）

主要除草剤の大豆に対する影響並びに除草

効果の土壌の種類による差異について

野　崎　光　夫・渡　辺　喜太郎

（宮城県負託）

1．は　じ　め　に
はこれ等の代表的な4種類の土壌，すなわち，壌土（第

三紀残培土）・重粘土（第三紀残培土）・砂土（河成沖

大豆畑での除草剤の作用は　土性並びに土壌水分等に　　培土）・火山灰土での主な除草剤（PCP・CAT・S

より極めて複雑である．宮城県では火山灰土・重粘土・　ES・DNBP）の作用特性の差異を調査し，土壌の種

砂土等特殊な土壌の占める割合は可成り大きい．筆者等　析別の使用法を知るために1958～1959年に試験したので
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その結果を報告する，

2．試験方法の概要

前記4種類の土壌を，17椚2・深さ30cmの無底木板に

2∽緬で締い混和し．疎さ28eガにほぼ均等に充唄した．

供試品種はウゴダイズで，覆土3e椛とした．

供試除草剤並びに撒布量（アール当り製品量）は，1958

年にはPCP75g・CAT7．59・DNBP17g・SE

S12．59，1959年にはPCP503・100g・CAT55

及び10gとし．アール当り10gの水に溶かし，播種直後

小型噴霧器で全面に撒布した．

3．試　験　結　果

1．薬害について

土壌別の薬害による被害程度は砂土＞重粘土＞壌土の

順で，火山灰土は全々薬害の発生がなかった．

除草剤別ではPCPは各濃度とも薬害の発生がなく．

CATは壌土・重粘土での薬害はなかったが，砂土の5

～7．5g撒布では第一本葉展開時ごろ葉に褐色斑点が発

生し．この斑点は第二本葉時まで認められ，初期生育が

抑制されたが，中期にはほとんど回復した．10gではか

なり甚しい薬害の発生を見．生育後半でも草丈の低い株

第1表．除草剤散布による発芽障害並びに生育
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が部分抑こ発生し不揃となった．DNBPは薬害がなか

った．SESは火山灰土を除く各土壌に発芽障害が認め

られ，その程度は砂土＞重粘土＞壌土の順で，初期生育

も砂土・重粘土は可成り抑えられた．

2．薬害の回復力について

大豆は補償作用の強い作

物で，薬害による生育遅延

の回復力は極めて大きい

が，土壌の種類把より回復

力の異なることが認められ

た．その程度をSESにつ

いて見ると，第1回のとお

り砂土＞壌土＞重粘土の順

で．特に重粘土の回復力は

極めて綬鰻で小さかった．

3．除草効果について

砂土＞壌土＞火山灰土＞

重粘土の順に，土掛こよっ

て異なる除草効果が認めら

れた．

各除草剤の除草効果は
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第1国．薬害の回復力

PCP50gでは効果が不安定であり，75gでは火山灰土

では一般に雑草量が少く明らかでないが，その他の壌

土・重粘土・砂土では頗著な除草効果を示した．100g

では各土壌とも頗著な除草効果を認めた．CATは5g

ではやや不安定であり，7．5gでは砂土では顧著な除草

効果を示したが，壌土では6割程度・重粘土では4割程

度の除草効果を示した．10gでは砂土・境土・火山灰土

100　　では頗著であったが，重粘土では約5割程度と低下し

買手　た・SESは各土壌とも顕著であった・DNBPは薬量
102　　が少いので壌土・重粘土・火山灰土では効果がおちた．
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しかしながら砂土では約5割程度に雑草を抑えた．

4．む　　す　　び

以上の結果から除草剤の使用は土質により使用薬剤並

びに薬星を変える必要が認められ．安全性並びに除草効

果等から使用可能除草剤はPCPとCATであり．使用

濃度は全面散布で，PCPは砂土並びに壌土ではアール

当り製品量で75g程度，重粘土はやや変動が大きいので

火山灰土とともに100g程度が適量と考えられる．

CATは凍土では7．5～10g・火山灰土では10g．重

粘土ではやや効果が低下し，砂土では薬害が出易いから

PCPの使用が望ましい．
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区 名

第　2表．　除　草　効　果　その1 （1958）

注：その他雑草名；
（0．8，兜2当り）

壌土・重粘土・火山灰土ではヱノコログサ・スカツタゴボウ・アカザ・スべリビュ
砂土ではカヤツリグサ・イボグサ・ツユダサ・タデ科　2種類

第　3　蓑．　除　草　効　果　その2 （1959）
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（0．8〝‡2当り）

壌土・重粘土・火山灰土ではノポロギク・キク科2種類・カヤツリグサ・タデ・ギシギシ・ハコべ．スべ
リヒヱ・

砂土ではカヤツリグサ・ツユクサ・チヂミグサ・イポグサ・ハコべ・アカザ・スべリヒュ・ノポロギグ


